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抄録

米国での留学経験と研究の継続

2020 年2 月-2021 年1 月の約1 年間米国に留学しビッグデータを用いた高齢者疫学研究

（BaltimoreLongitudinal Study of Aging（BLSA）研究，Invecchiare in CHIANTI, aging in the 

Chianti area study （InCHIANTI study）研究）に従事した．BLSA 研究とは，1958 年に開始した米国国内最長

の前向きコホート研究である．InCHIANTI 研究とは，1998 年に開始した主にイタリア・トスカーナ州フィレンツェ

Chianti,Bagno a Ripoli 地区に住む高齢者を対象とした研究である．留学先では，BLSA 及びInCHIANTI 研究に

て収集したデータを用いて，加齢と慢性疾患との関連に関する解析を行った．帰国後も，留学先の指導教官より指導を仰

ぎながら米国での研究を継続して行っている．さらに，現在は日本人糖尿病高齢者を対象としたビッグデータ解析によ

る骨格筋低下に関連する栄養素の解明，フィリピンや台湾との共同研究による生活習慣病やサルコペニア予防に関する

研究に取り組んでいる．本シンポジウムでは，留学に至るまでの経緯，留学生活，留学中に従事した研究，現在取り組んで

いる研究について紹介したい．

山口裕子
神戸大学大学院保健学研究科



日本糖尿病学会
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発表者名：山口裕子
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平成30年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(先端型)事業

国際共同研究PI養成プログラム

 在外研究機関：ジョンズ・ホプキンス大学
(＠メリーランド州ボルチモア)

 受入教員：Prof. Richard D Semba
 滞在期間：2020年2月-2021年1月



平成30年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(先端型)事業

国際共同研究PI養成プログラム

 事業期間
2018年-2023年

 目的・概要
女性研究者の研究力の向上

 達成目標
目標1：女性研究者採用比率30％以上の恒常的達成
目標2：女性研究者昇任比率の向上
目標3：次世代を担う若手女性研究者の裾野拡大
目標4：ダイバーシティ環境の充実と学外への波及

 海外派遣プログラム
国際共同研究PI養成プログラム
国際人事交流プログラム
国際共同研究若手研究者養成プログラム



国際共同研究PI養成プログラム

 目的
女性研究者の上位職昇任に向けて優秀な女性研究者を海
外の研究機関に派遣する。

 対象者
准教授以下の女性研究者

 期間
原則6か月以上

 内容
研究代表者として国際共同研究を組織し、派遣先期間で
研究を行う。

 求められる成果
筆頭著者として、国際会議、国際ジャーナル等に研究成
果を発表し、上位職へ昇任する。

 支援内容
渡航費、滞在費、非常勤講師雇用費



渡航

• プログラムへの応募
• ホスト大学の決定

• プログラム採択
• 受け入れ先大学との
調整開始

渡航までのプロセス

Feb 2020

Nov 2019-Jan 2020
• 渡航準備
(Visa, house, public utilities, 
insurance, etc..)

May 2019

June-Oct 2019
• PIとの面談

(英語試験、研究内容等に関する相談)
• 事前学習

Oct 2018-April 2019



COVID-19 crisis

7



Black Lives Matter/ Election

8



Mon.  Journal club / PIとの個別ミーティング (at NIA)
 Tue.  English for Second Language (ESL) class
Wed. 
 Thrs. 
 Friday.  Seminar (at NIA)

Weekly Schedule



Johns Hopkins University



National Institute on Aging



研究活動

高齢者に関する長期縦断疫学研究

• Baltimore Longitudinal Study of Aging (BLSA)
• Invecchiare in CHIANTI, aging in the Chianti area study 

(InCHIANTI study)



1. リサーチプロトコール作成、IRB申請

2. データアクセス権の取得

3. データセット作成

4. データ解析

5. 論文執筆

とにかく
スピーディ！



老化のメカニズム？
バイオマーカ研究？
オミクス解析？

⇒プロトコール作成へ



プロトコール承認→データアクセス権の取得→データセット作成

How to Apply (BLSA Data Use)

Submitting an Analysis Plan
• If the Pre-Analysis Plan is approved, you will receive an email that requests a more extensive but concise 

proposal. The full proposal (called an Analysis Plan) should include a background and introduction that describes 
the status of the literature and the relevance of the problem to be addressed, as well as provide a strong 
rationale for using BLSA data and other BLSA resources if requested. In the objectives section, include at least 
one clearly stated hypothesis. Complete the statistical analysis section in accordance with the study hypothesis. 
Most importantly, provide a detailed description of the variables and all other materials needed from the BLSA. 
Include relevant references and attach an NIH-style biosketch for the proposed Principle Investigator.

• The required elements for a full Analysis Plan are provided on the form. Two to four months after submission, 
you will receive an e-mail stating whether your full Analysis Plan was accepted, rejected or whether revisions 
are requested. You may be asked to schedule a conference call to discuss any technical or administrative issues.

• The status of your submissions are displayed on the My Account and Status page.

General Guidelines for Submissions
• Be as descriptive and concise as possible.
• Complete all required fields on the submission forms.
• Attach any documents that support the current submission (e.g., previous publications, preliminary data).
• Attach an NIH-Style Biosketch for the anticipated lead author.
• You will be contacted by the BLSA team if any additional information is required to properly evaluate your 

submission.

BLSA Data Use Agreement
• By submitting an Analysis Plan, researchers are agreeing to the terms and conditions of use of BLSA data. The 

full agreement should be downloaded , read and signed by the researcher, and kept with study plan notes.



BLSA study
“What is aging?”への答えを明らかにすること目標に開始した

アメリカ国内最長のコホート研究（1958年～）

[目的]
血漿メタボロームを測定することで慢性腎不全及
び腎機能低下に関連するバイオマーカを横断的に
明らかにすること

[対象と方法]
BLSA 参加者616人を対象に、450種類の血漿メタ
ボローム(アミノ酸，胆汁酸，脂肪酸，糖，ビタ
ミン等)と慢性腎不全及び腎機能(推算糸球体濾過
量; eGFR)との関連についてメタボローム解析を
行った。

[結果]
参加者のうち12%が慢性腎不全であった。22種類
がCKDと55種類がeGFRと有意な相関が認められた。



InCHIANTI study
イタリア人高齢者の運動障害に関する効果的な診断や治療法を
解明することを目標に開始した高齢者疫学研究（1998年～）

[目的]
高齢者の貧血の発症に対するGDF-15タンパク質の影

響についてプロテオーム解析により縦断的に明らか
にすること

[対象と方法]
InCHIANTI studyに参加する60歳以上の高齢者708人を
対象に、15年間の貧血の発症状況とGDF-15との関連
についてコックス比例ハザードモデルにて解析した。

[結果]
15年間の追跡調査で貧血発症割合は25.3％であった。
GDF-15タンパク質を第3四分位群と第1+2四分位群の2
群に分けたときに、第1+2四分位群に比し、第3四分
位群で有意に貧血発症のオッズが高かった(OR 1.15, 
95%CI 1.09, P<0.001)。



留学先での研究経験を
どのように発展させているか？

•国際共同研究の継続

高齢者の骨格筋低下と老化タンパクとの関連に関する研究

•習得した解析手法等を生かしビッグデータを用いた高齢者研究
を実施
日本人糖尿病高齢者を対象とした骨格筋低下を予防する栄養
介入策の解明に関する研究



最後に

• JHUには世界中から留学生や研究者が集まっており、多文化交流の機会を得た。刺
激ある環境の中で友人たちと切磋琢磨することができた。

• 日本人研究者も数多く留学していたため、精神的に支えられた。

• 医師、統計学者、栄養士、社会心理学専門家等々様々なバックグランドを持った研
究者とともに研究ができたことで、データを多角的にみる視点が養われた。

• コロナ渦で十分に会う機会は得られなかったが、Prof. Richard D Sembaには大変手厚
くサポートしていただいた。一流の研究者たちと同じ時間を過ごし学べたことは大
変貴重な経験であった。

• 留学中に得たスキルを棚卸しすることで、帰国後どのように自身の研究を発展させ
ていきたいか、今後どのようなスキルを習得したいかを具体化させることができた。



ご清聴ありがとう
ございました
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